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K14c collapsarの降着円盤からの磁気粘性アウトフローにおける r-process
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r-processとは中性子捕獲過程の一つで、中性子捕獲のタイムスケールがベータ崩壊のそれより短い、つまり速
い (rapid)重元素合成過程である。長年、超新星爆発のニュートリノ風がそのサイトと信じられてきたが、近年の
研究により、r-processに適さない環境であることがわかり、サイトとして疑問視されるようになった。現在有力
視されているのは中性子星の合体であり、その極端な中性子過剰性のため r-process元素の中でも重いものの太陽
系組成比を再現している (e.g. Korobkin et al. 2012)。ところがArgast et al. (2004)で示されているように、中
性子星合体では低金属量星での r-process元素の存在を説明できないという問題があり、銀河の化学進化の面から
考えると少なくとも宇宙初期には中性子星合体以外の天体現象が必要ということになる。
この問題の解決には、考えられる種々の天体現象での r-processの実現可能性の探究が必要である。たとえば

Winteler et al. (2012)では磁気駆動型超新星爆発におけるジェットによって中性子過剰物質をくみ出し、太陽系
とコンシステントな r-process元素組成比を得ている。そして今回 r-processサイトとして提案する爆発メカニズ
ムは collapsarとよばれるものである。collapsarはWoosley(1993)によって GRBの中心エンジンとして提唱さ
れた爆発モデルで、高速回転する星の重力崩壊によって降着円盤を形成しジェットを放出するというシナリオで
ある。これまで、ジェットでの r-processはシミュレーションされているが、本研究では降着円盤からの粘性アウ
トフローに着目する。降着円盤内縁は、電子捕獲により中性子過剰になると考えられる。重力崩壊からアウトフ
ロー放出までを 2次元流体計算で追い、collapsar降着円盤での r-processの可能性を議論する。


